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は
じ
め
に

　

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
と
は
、
香
港
の
骨
董
市
場
に
流
れ
て
い
た
秦
代
の
簡
牘
の
こ

と
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
が
受
け
入
れ
た
こ
と
で

世
に
出
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
物
の
盗
掘
品
で
あ
る
こ
と
は
一
応
立
証
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
出
土
地
・
出
土
状
況
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
史
料
と
し
て
扱

う
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
統
一
前
後
の
秦
の
法
制
文
書
が
多

数
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
学
術
的
価
値
は
極
め
て
高
い１
。

　

本
稿
で
扱
う
の
は
、
そ
の
う
ち
「
秦
律
令
（
壹
）」
と
命
名
さ
れ
た
簡
牘
群
に

含
ま
れ
る
一
篇
の
法
律
条
文
で
あ
る
。
尉
卒
律
と
い
う
名
称
が
付
さ
れ
た
五
条
文

の
う
ち
の
一
つ
で
、
そ
こ
で
は
里
の
責
任
者
た
る
典
・
老
の
設
置
・
選
任
条
件
に

つ
い
て
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
里
と
言
え
ば
、
秦
の
中
央
集
権
体
制
を
実

現
し
て
い
た
郡
県
制
の
最
末
端
組
織
で
あ
り
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
古
来
よ
り

数
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た２
。
し
か
し
、
管
理
者
た
る
里
典
や
父
老

が
何
人
置
か
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
具
体
的
に
伝
え
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た３
。
ゆ
え
に
、

本
条
は
中
国
古
代
の
地
方
行
政
制
度
、
引
い
て
は
民
衆
支
配
体
制
を
明
ら
か
に
す

る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な
新
史
料
と
評
価
し
得
る
。
事
実
、
す
で
に
国
内
外
で
い

く
つ
か
の
先
行
研
究
が
発
表
さ
れ
、
本
条
の
史
料
的
価
値
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ

あ
る４
。

　

し
か
し
、
本
条
に
は
そ
の
内
容
と
は
別
に
、
秦
・
漢
代
の
律
令
の
形
態
や
形
成

過
程
を
探
る
上
で
重
要
な
問
題
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る５
。
本
稿
で
は

秦
代
の
里
の
内
実
を
探
る
の
で
は
な
く
、
当
時
の
法
律
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
本
条
に
潜
む
内
容
上
の
問
題
点
を
手
が
か
り
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
ご
く
基
本
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
前
も
っ
て
言
及
し
て
お
く
。
尉
卒
律

（
第
一
三
二
〜
一
四
六
簡
）
の
各
簡
牘
に
は
、
配
列
の
手
が
か
り
と
な
り
得
る
背

面
の
劃
線
が
存
在
し
な
い６
。
し
か
し
、
図
版
に
認
め
ら
れ
る
編
綴
痕
の
位
置
は
お

お
よ
そ
合
致
し
て
お
り
、
ま
た
簡
文
中
に
も
欠
簡
・
錯
簡
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
不

自
然
な
点
は
見
ら
れ
な
い７
。
以
上
よ
り
、
尉
卒
律
に
関
し
て
は
整
理
小
組
の
簡
牘

配
列
に
特
に
問
題
は
な
い
と
見
て
検
討
を
進
め
る
。
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一
　
尉
卒
律
の
内
容
検
討

　

件
の
尉
卒
律
（
第
一
四
二
〜
一
四
六
簡
）
の
原
文
は
左
記
の
通
り
（
四
桁
の
数

字
は
原
簡
番
号
）。

⃝

尉
卒
律
曰
里
自
卅
戸
以
上
置
典
老
各
一
人
不
盈
卅
戸
以
下
便
利
令
與
其
旁

里
共
典
老
其
不
便
者
予
之
典 

（
第
一
四
二
簡
／1373

）

而
勿
予
老
公
夫
二

以
上
擅
啟
門
者
附
其
旁
二

里
二

典
老
坐
之
∠

置
典
老
必
里
相
誰

以
其
里
公
卒
士
五
年
長
而
毋
害 

（
第
一
四
三
簡
／1405

）

者
爲
典
老
毋
長
者
令
它
里
年
長
者
爲
它
里
典
老
毋
以
公
士
及
毋
敢
以
丁
二

者
二

爲
典
老
貲
尉
二

史
士
吏
主 

（
第
一
四
四
簡
／1291

）

者
各
一
甲
丞
令
二

史
各
一
盾
∠

毋
爵
者
不
足
以
公
士
縣
毋
命
爲
典
老
者
以
不
更

以
下
先
以
下
爵
其
或
復
未
當
事 
（
第
一
四
五
簡
／1293

）

或８
不
復
而
不
能
自
給
者
令
不
更
以
下
無
復
不
復
更
爲
典
老

 

（
第
一
四
六
簡
／1235

）

ま
ず
は
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
検
討
し
た
い
。
左
記
に
句
読
点
を
付
し
た
校
訂
文
と

書
き
下
し
文
を
示
す
が
、
行
論
の
都
合
上
、
内
容
に
基
づ
い
て
①
・
②
に
、
②
に

関
し
て
は
さ
ら
に
ア
〜
ク
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
た
。

① ⃝

尉
卒
律
曰
、
里
自
卅
戸
以
上
、
置
典
・
老
各
一
人
。
不
盈
卅
戸
以
下
、

便
利
、
令
與
其
旁
里
共
典
・
老
。
其
不
便
者
、
予
之
典
而
勿
予
老
。
公
大

夫
以
上
擅
啟
門
者
附
其
旁
里
、
旁
里
典
・
老
坐
之
∠

。

⃝

尉
卒
律
に
曰
く
、
里 

卅
戸
自
り
以
上
な
ら
ば
、
典
・
老
各
〃
一
人
を

置
け
。卅
戸
に
盈
た
ざ
る
以
下
に
し
て
、便
利
な
ら
ば
、其
の
旁
里
と
典
・

老
を
共
に
せ
し
め
よ
。
其
れ
不
便
な
ら
ば
、
之
に
典
を
予
う
る
も
老
を
予

う
る
勿
れ
。
公
大
夫
以
上
の
擅
に
門
を
啟
く
者 

其
の
旁
里
に
附
せ
ば
、

旁
里
の
典
・
老
は
之
に
坐
す
∠

。

②
ア
置
典
・
老
、
必
里
相
誰
（
推
）。

典
・
老
を
置
く
に
は
、
必
ず
里
は
相
推
せ
。

イ
以
其
里
公
卒
・
士
五
（
伍
）
年
長
而
毋
（
無
）
害
者
爲
典
・
老
。

其
の
里
の
公
卒
・
士
伍
の
年
長
に
し
て
無
害
な
る
者
を
以
て
典
・
老
と

爲
せ
。

ウ
毋
（
無
）
長
者
、
令
它
里
年
長
者
爲
它
里
典
・
老
。

長
者
無
く
ん
ば
、
它
の
里
の
年
長
者
を
し
て
它
の
里
の
典
・
老
と
爲
さ

し
め
よ
。

エ
毋
以
公
士
及
毋
敢
以
丁
者
。

公
士
を
以
て
す
る
こ
と
毋
く
及
び
敢
え
て
丁
者
を
以
て
す
る
こ
と
毋
か

れ
。

オ 

丁
者
爲
典
・
老
、
貲
尉
・
尉
史
・
士
吏
主
者
各
一
甲
、
丞
・
令
・
令
史

各
一
盾
∠

。

丁
者
を
典
・
老
と
爲
さ
ば
、
尉
・
尉
史
・
士
吏
の
主
者
に
貲
す
る
こ
と

各
〃
一
甲
と
し
、
丞
・
令
・
令
史
は
各
〃
一
盾
と
す
∠

。

カ
毋
（
無
）
爵
者
不
足
、
以
公
士
。

爵
無
き
者 
足
ら
ず
ん
ば
、
公
士
を
以
て
せ
よ
。
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キ
縣
毋
命
爲
典
・
老
者
、
以
不
更
以
下
、
先
以
下
爵
。

縣
に
命
じ
て
典
・
老
と
爲
す
者
毋
く
ん
ば
、
不
更
以
下
を
以
て
し
、
先

に
下
爵
を
以
て
せ
よ
。

ク 
其
或
復
未
當
事
、
或
不
復
而
不
能
自
給
者
、
令
不
更
以
下
無
復
不
復
、

更
爲
典
・
老
。

其
れ
或
い
は
復
し
て
未
だ
當
に
事
と
す
べ
か
ら
ず
、
或
い
は
復
せ
ざ
る

も
自
給
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
不
更
以
下
を
し
て
復
せ
ら
る

る
と
復
せ
ら
れ
ざ
る
と
無
く
、
更
〃
典
・
老
と
爲
さ
し
め
よ
。

　

①
で
は
、
典
・
老
の
設
置
基
準
に
つ
い
て
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
三
十
戸
以
上

で
構
成
さ
れ
る
里
に
典
・
老
を
一
名
ず
つ
設
置
す
る
が
、
三
十
戸
未
満
の
場
合
は

隣
り
合
う
二
つ
の
里
で
典
・
老
を
共
有
す
る
と
い
う
（
隣
り
合
う
里
が
「
不
便
」

の
場
合
、
国
家
か
ら
典
の
み
を
派
遣
す
る９
。「
公
大
夫
」
以
下
の
規
定
は
難
解
で

あ
る
が
、「
旁
里
」
の
典
・
老
の
処
罰
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
三
十

戸
未
満
の
里
が
典
・
老
を
共
有
し
た
場
合
に
起
こ
り
得
る
犯
罪
や
不
正
に
つ
い
て

定
め
た
規
定
と
推
測
さ
れ
るＡ
。

　

次
に
②
に
つ
い
てＢ
。
全
体
的
な
内
容
と
し
て
は
典
・
老
の
選
抜
基
準
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
。
以
下
、
一
つ
一
つ
見
て
い
き
た
い
。

　

ア
で
は
、
典
・
老
を
里
内
で
互
選
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
見

れ
ば
里
の
自
律
性
を
容
認
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、
後
段
で
は
典
・
老
に
な

る
べ
き
人
物
に
要
求
さ
れ
る
諸
条
件
（
年
齢
・
爵
位
・
資
質
な
ど
）
に
つ
い
て
、

細
か
く
規
定
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
互
選
と
言
っ
て
も
、
候
補
者
は
事
前
に
か
な
り

絞
り
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
後
段
ウ
・
エ
に
よ
る
と
、
里
内
に
適
任
者
が

い
な
か
っ
た
場
合
、
他
の
里
か
ら
選
ぶ
こ
と
も
あ
り
得
た
ら
し
い
。
す
る
と
こ
の

ア
の
要
点
と
は
、
互
選
云
々
と
い
う
よ
り
、
適
任
者
が
い
る
場
合
に
は
必
ず
里
内

か
ら
選
ぶ
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
も
解
し
得
るＣ
。

　

イ
で
は
、
里
内
の
公
卒
・
士
伍
で
、
な
お
か
つ
「
年
長
」・「
無
害
」
の
者
を
典
・

老
に
選
出
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
。
公
卒
・
士
伍
は
い
ず
れ
も
爵
制
秩
序
の
中
で

ゼ
ロ
等
級
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
地
位
で
あ
る
。「
年
長
」
と
い
う
の
は
曖
昧
な
表

現
で
あ
る
が
、
後
段
エ
・
オ
に
は
対
応
す
る
語
と
し
て
「
丁
者
」
が
見
え
る
。「
丁

者
」
は
兵
役
・
徭
役
に
従
事
す
る
成
年
・
壮
年
者
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
そ

う
な
る
と
「
年
長
」
は
す
で
に
兵
役
・
徭
役
を
免
除
さ
れ
た
老
人
、
す
な
わ
ち
「
免

老
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
るＤ
。「
無
害
」
は
、
そ
の
具
体
的
な
意
味
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
る
も
の
の
、
要
す
る
に
典
・
老
の
業
務
に
支
障
な
く
従
事
で
き
る
こ
と
を

指
すＥ
。

　

典
・
老
を
「
無
害
」
か
ら
選
ぶ
と
い
う
の
は
無
論
で
あ
る
が
、「
免
老
」
か
ら

選
出
す
る
と
い
う
の
も
理
解
で
き
る
。
日
常
的
に
兵
役
・
徭
役
に
徴
発
さ
れ
る

「
丁
者
」
で
は
、
里
内
の
逃
亡
や
犯
罪
に
常
に
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
典
・

老
の
業
務
は
務
ま
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
兵
役
・
徭
役
か
ら
引
退
し
た
「
免

老
」
に
典
・
老
の
業
務
を
担
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
うＦ
。

　

他
方
、
典
・
老
を
無
爵
者
か
ら
選
ぶ
理
由
に
つ
い
て
は
、
水
間
大
輔
氏
の
説
が

参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
張
家
山
漢
簡
「
二
年
律
令
」
傅
律
（
第
三
六
四
〜
三

六
五
簡
）
に
よ
る
と
、
当
時
、
高
い
爵
位
を
持
つ
者
は
よ
り
若
い
年
齢
で
「
免
老
」

と
認
定
さ
れ
、
兵
役
・
徭
役
か
ら
免
除
さ
れ
た
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
公
卒
・

士
伍
で
あ
れ
ば
六
十
六
歳
で
「
免
老
」
と
な
る
が
、
第
一
級
公
士
は
六
十
五
歳
、

第
五
級
大
夫
以
上
に
至
っ
て
は
そ
の
年
齢
が
五
十
八
歳
ま
で
早
め
ら
れ
るＧ
。
こ
れ
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は
高
い
爵
位
を
持
つ
者
に
与
え
ら
れ
た
特
権
に
他
な
ら
な
い
が
、
一
方
で
早
く

「
免
老
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
ぶ
ん
早
く
典
・
老
に
選
出
さ
れ
得
る
こ

と
に
も
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
よ
り
早
く
兵
役
・
徭
役
か
ら
引
退
で
き
る
と

い
う
高
爵
所
有
者
の
特
権
が
無
意
味
化
し
て
し
ま
う
。
ゆ
え
に
、
典
・
老
を
無
爵

者
か
ら
選
ぶ
と
定
め
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
爵
者
の
特
権
を
保
護
し
よ
う
と

し
て
い
る
、
と
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ウ
は
里
内
に
「（
年
）
長
者
」
が
一
人
も
い
な
け
れ
ば
、「
它
の
里
」
の
「
年
長

者
」
か
ら
選
ぶ
よ
う
定
め
て
い
る
。「
它
の
里
」
の
「
年
長
者
」
を
「
它
の
里
」

の
典
・
老
に
す
る
と
い
う
の
は
一
見
不
可
解
で
あ
る
が
、
陳
偉
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
にＨ
、
張
家
山
漢
簡
「
奏
讞
書
」
案
例
三
（
第
一
七
〜
二
七
簡
）
に
、

律
所
以
禁
從
諸
侯
來
誘
者
、
令
它
國
毋
得
取
（
娶
）
它
國
人
也
。

律
の
諸
侯
從
り
來
誘
す
る
を
禁
ず
る
所
以
は
、
它
國
を
し
て
它
國
の
人
を
娶

る
を
得
る
こ
と
毋
か
ら
し
む
れ
ば
な
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
漢
・
高
祖
一
〇
年
（
前
一
九
七
）
の
紀
年
を
持
つ
裁
判
の

上
申
文
書
の
一
部
で
、
関
中
を
支
配
す
る
漢
と
、
関
東
に
割
拠
す
る
諸
侯
王
国
と

が
対
峙
す
る
状
況
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
諸
侯
王
国
の
人
間
が
漢
の
人

間
を
不
正
に
招
き
入
れ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
它
國
」（
＝
諸
侯

王
国
）
の
人
間
が
「
它
國
人
」（
＝
諸
侯
王
国
以
外
の
国
＝
漢
）
と
婚
姻
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
と
す
る
。
一
文
中
に
出
て
く
る
二
つ
の
「
它
國
」
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
実
例
で
あ
り
、こ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
、本
条
の
「
它

の
里
の
年
長
者
を
し
て
它
の
里
の
典
・
老
と
爲
さ
し
め
よ
」
も
、「
它
の
里
」（
＝

他
の
里
）
の
年
長
者
を
「
它
の
里
」（
＝
他
の
里
以
外
の
里
＝
当
該
の
里
）
の
典
・

老
に
せ
よ
と
い
う
意
味
に
解
し
得
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
年
長
者
」
が
い
な
い

と
い
う
状
況
は
想
定
さ
れ
て
い
て
も
、
無
爵
者
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
状
況
は

想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
「
年
長
者
」、
す
な
わ
ち
「
免

老
」
で
あ
る
こ
と
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
るＩ
。

　

エ
は
、
他
の
里
か
ら
典
・
老
を
選
ぶ
場
合
に
も
無
爵
者
・「
免
老
」
で
あ
る
こ

と
を
重
視
す
る
よ
う
、
念
押
し
し
た
規
定
で
あ
る
。
た
だ
し
「
敢
え
て
丁
者
を
以

て
す
る
こ
と
毋
か
れ
」
と
い
う
の
は
分
か
る
が
、「
公
士
を
以
て
す
る
こ
と
毋
か

れ
」
と
い
う
表
現
は
不
可
解
で
あ
る
。
有
爵
者
か
ら
選
ん
で
は
い
け
な
い
こ
と
を

念
押
し
す
る
の
な
ら
、「
公
士
以
上

0

0

」
と
し
な
け
れ
ば
、
第
二
級
上
造
以
上
で
あ

れ
ば
選
ん
で
も
問
題
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
うＪ
。
無
論
、
後
段
カ
・
キ

を
見
れ
ば
、
こ
の
部
分
を
「
有
爵
者
を
典
・
老
に
任
じ
て
は
な
ら
な
い
」
と
解
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
な
に
ゆ
え
「
以
上
」
の
二
字
が
欠
落
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

オ
は
「
丁
者
」
を
典
・
老
に
選
出
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
処
罰
に
つ
い
て
定
め

る
。
対
し
て
、
有
爵
者
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
の
処
罰
は
見
え
な
い
。
典
・
老

は
「
免
老
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
は
、
こ
こ
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

た
だ
し
、
問
題
は
こ
の
処
罰
規
定
の
書
か
れ
た
位
置
で
あ
る
。
不
適
切
な
人
物
を

典
・
老
に
選
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
の
処
罰
規
定
な
ら
ば
、
そ
の
選
出
基
準
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
述
べ
終
わ
っ
た
後
に
置
か
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
本
条
②
の
場

合
、
オ
を
除
く
す
べ
て
の
箇
所
で
典
・
老
の
任
用
基
準
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
の

で
、
ク
の
後
に
「
以
上
の
基
準
に
そ
ぐ
わ
な
い
人
物
を
典
・
老
に
選
ん
だ
場
合
、

〜
〜
の
刑
罰
に
処
す
る
」
と
で
も
定
め
る
方
が
、
法
律
条
文
と
し
て
座
り
が
よ
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
中
途
半
端
な
位
置
に
処
罰
規
定
が
書
か
れ
て
い

る
の
は
、
不
自
然
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
、
オ
の
末
尾
に
は
、
①
・
②
を
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区
切
る
の
際
に
も
使
わ
れ
て
い
た
「
∠
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
条
の
書

き
手
（
あ
る
い
は
写
し
手
）
も
ま
た
、
オ
と
カ
の
間
に
内
容
的
な
断
絶
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
よ
うＫ
。
こ
の
よ
う
な
配
列
に
な
っ
た
理
由

に
つ
い
て
も
ま
た
、
積
極
的
に
問
題
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

カ
で
は
、
無
爵
者
が
い
な
い
場
合
、
公
士
か
ら
選
ぶ
よ
う
規
定
す
る
。
続
い
て

キ
で
は
、「
縣
に
命
じ
て
典
・
老
と
爲
す
者
毋
」
き
場
合
、
つ
ま
り
は
県
の
中
に

条
件
に
適
合
す
る
者
が
い
な
い
場
合Ｌ
、
第
四
級
不
更
以
下
の
う
ち
、
よ
り
低
い
爵

位
を
持
つ
者
か
ら
優
先
的
に
選
ぶ
と
す
る
。
処
罰
規
定
た
る
オ
を
挟
ん
で
再
び

典
・
老
の
選
出
基
準
に
つ
い
て
定
め
る
が
、
先
行
す
る
ア
〜
オ
で
は
想
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
無
爵
者
が
い
な
い
ケ
ー
ス
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
カ
・
キ
を
本
条
の
中
で
ど
こ
に
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
や
や
注
意
を
要
す
る
。
典
・
老
を
選
出
す
る
に
際
し
て
は
、
里

内
の
無
爵
で
「
無
害
」
な
「
免
老
」
を
優
先
さ
せ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
里
内

に
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
に
は
、「
它
の
里
」
の
無
爵
の
「
免
老
」
か
ら
選
ぶ

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
カ
・
キ
が
こ
れ
に
直
接
つ
な
が
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
こ

で
は
そ
の
「
它
の
里
」
に
無
爵
の
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
、
有
爵
の
「
免
老
」

か
ら
選
ぶ
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
う
な
る
と
、
里

内
に
有
爵
の
「
免
老
」
が
い
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
。
カ
に
よ
れ
ば
、
里
内
に
公
士
の
「
免
老
」
が
い
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

選
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
な
ら
ば
な
に
ゆ
え
「
它
の
里
」
か
ら
選
ぶ
と

い
う
規
定
（
ウ
）
の
前
に
こ
の
カ
を
挿
入
し
な
い
の
か
と
い
う
点
や
、
ま
た
キ
「
縣0

毋
命
爲
典
・
老
者
」
と
い
う
言
い
回
し
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
上
の
よ

う
な
条
文
全
体
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
後
段
に
て
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

　

最
後
に
ク
。
復
除
に
よ
っ
て
税
役
を
免
除
さ
れ
た
者
に
対
す
る
措
置
を
定
め

るＭ
。
県
内
に
無
爵
の
「
免
老
」
が
お
ら
ず
、
不
更
以
下
の
有
爵
者
の
「
免
老
」
か

ら
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
下
で
、
そ
れ
ら
の
「
免
老
」
が
み
な
復
除
さ

れ
て
い
た
り
、
一
定
の
経
済
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
不
更
以
下

の
「
免
老
」
が
復
除
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
関
係
な
く
、
輪
番
で
典
・
老
を
務
め

る
と
す
るＮ
。
復
除
と
言
え
ば
、
王
や
皇
帝
の
命
令
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
特
別
措
置

で
あ
る
が
、
典
・
老
の
選
任
に
際
し
て
復
除
が
配
慮
さ
れ
る
の
は
有
爵
者
の
み
で
、

無
爵
者
の
場
合
は
復
除
さ
れ
て
い
て
も
、
有
無
を
言
わ
せ
ず
典
・
老
に
さ
れ
て
し

ま
う
ら
し
い
。
経
済
力
に
対
す
る
配
慮
も
同
様
で
、
無
爵
者
の
場
合
に
は
た
と
え

「
自
給
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
」
状
況
で
あ
っ
て
も
、
典
・
老
を
務
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
、
イ
の
末
尾
に
「
た
と
え
復
除
さ
れ

て
い
た
り
、
自
給
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
無
爵
で
あ
れ
ば
典
・
老
と
す
る
」

と
い
っ
た
但
し
書
き
で
も
つ
け
て
お
け
ば
、
は
る
か
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
カ
・
キ
と
同
様
、
こ
の
ク
に
つ
い
て
も
条
文
配
列
に
若
干
の
問
題
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

以
上
、
尉
卒
律
の
条
文
内
容
を
確
認
し
た
。
①
は
典
・
老
の
設
置
基
準
に
関
す

る
規
定
で
、
そ
の
内
容
は
末
尾
の
一
文
を
除
け
ば
明
瞭
で
あ
る
。
対
し
て
②
は

典
・
老
の
選
出
方
法
に
関
す
る
規
定
で
、
個
々
の
文
意
は
読
み
取
り
や
す
い
が
、

違
和
感
を
覚
え
る
部
分
が
多
か
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
み
る

と
、

ア　

典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
、
里
内
で
互
選
す
る
。
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イ　

里
内
の
無
爵
・「
免
老
」・「
無
害
」
を
典
・
老
と
す
る
。

ウ　
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
、「
它
の
里
」
の
「
免
老
」
か
ら
選
ぶ
。

エ　
（「
它
の
里
」
の
者
を
典
・
老
と
す
る
場
合
）
公
士
や
「
丁
者
」
か
ら
選

ん
で
は
な
ら
な
い
。

オ　
「
丁
者
」
を
典
・
老
と
し
た
場
合
、
県
尉
・
県
令
関
係
諸
官
を
処
罰
す
る
。

カ　

無
爵
者
が
い
な
い
場
合
、
公
士
か
ら
選
ぶ
。

キ　

県
内
に
典
・
老
と
す
べ
き
者
が
い
な
い
場
合
、
不
更
以
下
の
う
ち
、
よ

り
下
級
の
有
爵
者
か
ら
選
ぶ
。

ク　
（
有
爵
者
が
い
ず
れ
も
）
復
除
さ
れ
た
者
、
経
済
力
が
な
い
者
で
あ
っ

た
場
合
、
不
更
以
下
の
者
に
輪
番
で
典
・
老
を
務
め
さ
せ
る
。

と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
ア
〜
オ
の
順
番
に
つ
い
て
は
│
│
エ
の
「
毋
以
公
士
」
を

除
け
ば
│
│
特
に
問
題
は
な
い
。
注
意
す
べ
き
は
カ
・
キ
・
ク
で
あ
る
。
典
・
老

の
選
出
基
準
を
整
理
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
三
文
を
ア
〜
オ
の
ど
こ
か
に
挿
入

し
な
け
れ
ば
、
う
ま
く
解
釈
で
き
な
い
。
で
は
、
ど
こ
に
挿
入
し
て
解
釈
す
る
の

が
適
切
な
の
か
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て

み
た
い
。

二
、
条
文
配
列
の
問
題

　

水
間
大
輔
氏
は
、
本
条
②
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

（
１

）
典
・
老
を
置
く
場
合
に
は
、
必
ず
自
ら
の
里
の
中
か
ら
適
任
者
を
推
薦

さ
せ
る
。
被
推
薦
者
に
要
求
さ
れ
る
条
件
は
、
Ⅰ
そ
の
里
の
者
で
あ
る

こ
と
、
Ⅱ
公
卒
・
士
伍
で
あ
る
こ
と
、
Ⅲ
「
免
老
」
で
あ
る
こ
と
、
Ⅳ

「
無
害
」
で
あ
る
こ
と
、
の
四
つ
。

（
２

）
Ⅰ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
の
条
件
を
満
た
す
公
卒
・
士
伍
（
Ⅱ
）
が
い
な
い
場
合
、

そ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
不
更
以
下
の
有
爵
者
の
う
ち
、
最
も
爵
位
が

低
い
者
を
典
・
老
に
任
じ
る
。

（
３

）
里
内
に
「
免
老
」（
Ⅲ
）
が
い
な
い
場
合
、
他
の
里
か
ら
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

の
条
件
を
満
た
す
者
を
典
・
老
に
任
じ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
水
間
氏
は
カ
・
キ
を
イ
の
後
に
挿
入
し
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
里
内
に
無
爵
の
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
、「
它
の
里
」

か
ら
選
ぶ
前
に
、
里
内
の
有
爵
の
「
免
老
」
か
ら
選
ぶ
と
解
し
て
い
る
。
な
に
ゆ

え
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
な
っ
た
の
か
、
氏
自
身
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら

く
ア
・
イ
に
必
ず
里
内
か
ら
選
ぶ
べ
き
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し

た
結
果
で
あ
ろ
う
。
里
内
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
ま
ず
は

里
内
で
徹
底
的
に
候
補
者
を
絞
り
、
そ
れ
で
も
適
任
者
が
い
な
い
場
合
に
限
っ
て

「
它
の
里
」
か
ら
選
ぶ
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
、
理
に
合
わ
な
い
。
確
か
に
、
合

理
的
な
解
釈
で
は
あ
る
。

　

☆
水
間
説
（
オ
・
ク
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
省
略
）

ア　

典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
、
里
内
で
互
選
す
る
。

イ　

里
内
の
無
爵
・「
免
老
」・「
無
害
」
を
典
・
老
と
す
る
。

カ　
（
里
内
に
）
無
爵
者
が
い
な
い
場
合
、
公
士
か
ら
選
ぶ
。

キ　

県
内
に
典
・
老
と
す
べ
き
者
が
い
な
い
場
合
、（
里
内
の
）
不
更
以
下

の
う
ち
、
よ
り
下
級
の
有
爵
者
か
ら
選
ぶ
。

ウ　
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
、「
它
の
里
」
の
「
免
老
」
か
ら
選
ぶ
。

エ　
（「
它
の
里
」
の
者
を
典
・
老
と
す
る
場
合
）
公
士
や
「
丁
者
」
か
ら
選

ん
で
は
な
ら
な
い
。
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し
か
し
、
そ
の
場
合
に
問
題
と
な
る
の
が
キ
「
縣
毋
命
爲
典
・
老
者
」
で
あ
る
。

こ
の
語
は
「
県
内
に
典
・
老
と
す
べ
き
者
が
い
な
い
場
合
」
と
解
し
得
る
が
、「
県

内
に
」
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
の
里
の
み
な
ら
ず
「
它
の
里
」
も
含
め
て
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
最
初
は
里
内
の
無
爵
の
「
免
老
」
か
ら
選
び
、
次
に

「
它
の
里
」
の
無
爵
・「
免
老
」
か
ら
選
ぶ
が
、
そ
れ
で
も
適
任
者
が
い
な
い
場
合
、

対
象
を
県
全
体
に
拡
大
し
た
上
で
、
有
爵
の
「
免
老
」
か
ら
選
ぶ
、
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
し
そ
の
場
合
、
県
内
に
無
爵
の
「
免
老
」
が
一
人
も
い

な
い
と
い
う
事
態
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
も
そ
も
「
它
の
里
」

と
い
う
の
は
、
当
該
の
里
以
外
の
い
ず
れ
か
の
里
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
実
質
、
県
内
の
す
べ
て
の
里
が
対
象
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
るＯ
。
つ

ま
り
、「
它
の
里
」
か
ら
適
任
者
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
実
質
県
内
か
ら
適
任

者
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
ウ
の
時
点
で
「
它
の
里
」
と

言
わ
ず
に
「
縣
中
」
な
ど
と
言
え
ば
い
い
しＰ
、
ま
た
キ
に
わ
ざ
わ
ざ
「
県
内
に
適

任
者
が
い
な
け
れ
ば
」
な
ど
と
い
う
断
り
書
き
を
す
る
必
要
も
な
い
。
そ
も
そ
も
、

こ
の
条
件
を
付
す
べ
き
は
キ
で
は
な
く
カ
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
キ
に
見

え
る
「
縣
」
と
い
う
語
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
県
内
に
無
爵
の
「
免
老
」
が
一
人

も
い
な
い
場
合
、
当
該
里
内
の
者
か
否
か
に
関
係
な
く
、
県
全
体
の
有
爵
の
「
免

老
」
か
ら
適
任
者
を
選
ぶ
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
る
と
、
水
間
氏
の
よ
う

に
条
文
の
順
番
を
入
れ
替
え
ず
と
も
、
一
応
は
解
釈
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

☆
私
案

ア　

典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
、
里
内
で
互
選
す
る
。

イ　

里
内
の
無
爵
・「
免
老
」・「
無
害
」
を
典
・
老
と
す
る
。

ウ　
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
、「
它
の
里
（
＝
県
内
）」（
の
無
爵
）
の
「
免

老
」
か
ら
選
ぶ
。

エ　
（「
它
の
里
」
の
者
を
典
・
老
と
す
る
場
合
）
公
士
や
「
丁
者
」
か
ら
選

ん
で
は
な
ら
な
い
。

オ　
「
丁
者
」
を
典
・
老
と
し
た
場
合
、
県
尉
・
県
令
関
係
諸
官
を
処
罰
す
る
。

カ　
（
県
内
に
）
無
爵
者
が
い
な
い
場
合
、
公
士
か
ら
選
ぶ
。

キ　

県
内
（
の
無
爵
者
の
中
に
）
に
典
・
老
と
す
べ
き
者
が
い
な
い
場
合
、

不
更
以
下
の
う
ち
、
よ
り
下
級
の
有
爵
者
か
ら
選
ぶ
。

ク　
（
有
爵
者
が
い
ず
れ
も
）
復
除
さ
れ
た
者
、
経
済
力
が
な
い
者
で
あ
っ

た
場
合
、
不
更
以
下
の
者
に
輪
番
で
典
・
老
を
務
め
さ
せ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
と
こ
ろ
で
問
題
は
残
る
。
先
述
し
た
「
它
の

里
」・「
縣
」
も
問
題
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
ア
に
て
里
内
で
互
選
す
る
よ
う
定
め

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
爵
の
「
免
老
」
が
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
対
象

を
県
内
に
ま
で
拡
大
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
が
不
明
で
あ
る
。
水
間
氏
も
指
摘

す
る
よ
う
に
、
典
・
老
の
業
務
を
果
た
す
上
で
最
も
必
要
な
要
件
は
「
免
老
」
と

い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
爵
位
の
有
無
は
大
し
た
問
題
で
は
な
い
。
キ
に
見

え
る
よ
う
に
、
た
と
え
有
爵
者
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
よ
り
下
級

の
有
爵
者
を
優
先
さ
せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
高
爵
所
有
者
の
特
権
は
守
ら
れ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
里
内
の
有
爵
の
「
免
老
」
を
回
避
し
、
い
き
な
り
県
内
に
ま

で
対
象
を
広
げ
て
ま
で
無
爵
の
「
免
老
」
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
積
極
的
な
理
由

が
な
い
。
条
文
配
列
を
重
視
し
て
強
引
に
解
釈
し
よ
う
と
し
て
も
、
結
局
は
問
題

が
残
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
水
間
説
に
従
っ
て
解
釈
す
る
の
が
妥
当
な
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
も
断

言
で
き
な
い
。
や
は
り
キ
「
縣
毋
命
爲
典
・
老
者
」
は
気
に
か
か
る
。
結
局
の
と
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こ
ろ
、
典
・
老
の
任
用
基
準
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
手
が
か
り
と
な
り
得
る
史
料

│
│
例
え
ば
、
実
際
に
典
・
老
を
任
用
し
た
と
き
の
文
書
な
ど
│
│
が
発
見
さ
れ

で
も
し
な
い
限
り
、
完
全
に
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
いＱ
。

三
、
尉
卒
律
の
条
文
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
背
景

　

も
っ
と
も
、
個
々
の
文
意
が
明
瞭
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
余
計
な
語
が
挿

入
さ
れ
て
い
た
り
、
文
の
順
番
が
お
か
し
か
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
秦

律
・
漢
律
で
は
別
段
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
事
実
、
近
年
で
は
秦
律
・
漢
律
が

法
典
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
皇
帝
の
下
し
た
詔
令
が
各
官
府

で
蓄
積
・
整
理
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
説
も
出
て
き
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
陶
安
あ
ん
ど
氏
は
、
戦
国
魏
・
李
悝
「
法
経
」
や
前
漢
・
蕭
何
「
九
章
律
」

な
ど
、
文
献
史
料
中
に
見
え
る
諸
法
典
を
す
べ
て
虚
構
と
し
た
上
で
、
睡
虎
地
秦

簡
な
ど
に
見
え
る
「
田
律
」・「
功
令
」
の
よ
う
な
律
令
名
は
、
い
ず
れ
も
特
定
の

個
人
や
官
庁
が
便
宜
的
に
つ
け
た
名
称
に
過
ぎ
な
い
と
す
るＲ
。
ま
た
、
廣
瀬
薫
雄

氏
も
文
献
史
料
中
の
法
典
編
纂
史
の
虚
構
性
を
実
証
し
た
上
で
、
秦
律
・
漢
律
と

は
皇
帝
の
下
し
た
詔
令
の
中
か
ら
規
範
的
効
力
を
持
つ
部
分
だ
け
を
抜
粋
し
て
で

き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
中
央
官
府
な
ど
に
よ
っ
て
統
一
的
に
編
纂
・
整
理

さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
るＳ
。
こ
れ
ら
の
諸
説
に
従
え
ば
、
秦

律
・
漢
律
と
は
皇
帝
の
詔
文
の
中
か
ら
必
要
な
部
分
だ
け
を
抜
き
出
し
て
き
て
作

ら
れ
た
、
言
う
な
れ
ば
「
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
法
令
」
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
内

容
は
た
と
え
同
じ
条
文
で
も
、
律
文
を
利
用
・
参
照
す
る
官
庁
ご
と
に
微
妙
に
異

な
っ
て
い
た
可
能
性
す
ら
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
尉
卒
律
」
の
よ

う
な
律
名
は
、
同
類
の
条
文
を
ま
と
め
て
保
管
・
閲
覧
し
や
す
く
す
る
た
め
の

「
タ
グ
」
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
そ
の
「
タ
グ
」
の
名
称
や
そ
こ
に
分
類
さ
れ
る
条
文

の
内
容
す
ら
、
官
庁
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
るＴ
。
無

論
、
律
文
の
管
理
す
べ
て
が
官
庁
の
自
由
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
と
は
断
言
で
き

な
い
がＵ
、
地
下
か
ら
出
土
し
た
秦
律
・
漢
律
の
諸
条
文
の
内
容
が
、
後
世
の
律
令

に
比
べ
て
未
整
理
か
つ
雑
駁
に
見
え
る
所
以
は
、
陶
安
・
廣
瀬
説
に
従
え
ば
理
解

し
易
か
ろ
う
。

　

本
条
を
解
釈
す
る
上
で
も
、
上
記
の
よ
う
な
秦
律
・
漢
律
に
対
す
る
理
解
は
役

に
立
つ
。
本
条
に
散
見
す
る
種
々
の
問
題
点
は
、
要
す
る
に
ア
〜
ク
の
各
文
を
あ

る
時
期
に
一
遍
に
制
定
さ
れ
た
、
厳
密
で
整
合
的
な
内
容
を
持
つ
条
文
で
あ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
が
ゆ
え
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
も
し
ア
〜
ク
の
う
ち
の
ど
れ
か
が
実
は
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
条
文
で
あ
っ
た

と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
、
最
初
か
ら
あ
っ
た
条
文
と
後
か
ら
追
加
さ

れ
た
条
文
と
の
間
に
は
、
内
容
の
重
複
や
不
整
合
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
条
文
の
追
加
や
結
合
が
中
央
政
府
で
は
な
く
地
方
官
府
の

中
で
、
あ
く
ま
で
地
元
の
官
吏
だ
け
が
理
解
で
き
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
ス
タ

ン
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
一
つ
の
条
文
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

出
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
本
条
に
散
見
す
る
種
々
の
疑
問
点
も
、
結
局
は

そ
の
よ
う
な
過
程
で
生
じ
て
き
た
も
の
な
の
で
は
あ
る
ま
い
かＶ
。

　

で
は
、
本
条
の
う
ち
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
最
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
条
文
で

あ
り
、
ま
た
ど
の
部
分
が
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
条
文
な
の
か
、
そ
の
境
目
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
オ
の
後
に
付
さ

れ
た
「
∠
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
先
述
の
よ
う
に
、
内
容
だ
け
か
ら
見
て
も
オ
か

ら
カ
へ
の
流
れ
に
は
明
ら
か
に
無
理
が
あ
っ
た
。
ま
ず
は
こ
の
オ
と
カ
の
間
に
条
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文
接
合
の
痕
跡
を
認
め
て
み
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

☆
条
文
追
加
プ
ロ
セ
ス
①

ア　

典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
、
里
内
で
互
選
す
る
。

イ　

里
内
の
無
爵
・「
免
老
」・「
無
害
」
を
典
・
老
と
す
る
。

ウ　
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
、「
它
の
里
」
の
「
免
老
」
か
ら
選
ぶ
。

エ　
（「
它
の
里
」
の
者
を
典
・
老
と
す
る
場
合
）
公
士
や
「
丁
者
」
か
ら
選

ん
で
は
な
ら
な
い
。

オ　
「
丁
者
」
を
典
・
老
と
し
た
場
合
、
県
尉
・
県
令
関
係
諸
官
を
処
罰
す
る
。

│
│
│
│
│

│
│
│
│
│
│
（
以
下
追
加
条
文
）
│
│
│
│

│
│
│
│
│
│
│

カ　

無
爵
者
が
い
な
い
場
合
、
公
士
か
ら
選
ぶ
。

キ　

県
内
に
典
・
老
と
す
べ
き
者
が
い
な
い
場
合
、
不
更
以
下
の
う
ち
、
よ

り
下
級
の
有
爵
者
か
ら
選
ぶ
。

ク　
（
有
爵
者
が
い
ず
れ
も
）
復
除
さ
れ
た
者
、
経
済
力
が
な
い
者
で
あ
っ

た
場
合
、
不
更
以
下
の
者
に
輪
番
で
典
・
老
を
務
め
さ
せ
る
。

　

す
る
と
、
ア
〜
オ
が
最
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
条
文
、
カ
〜
ク
が
後
か
ら
追
加

さ
れ
た
条
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
か
と
言
っ
て
カ
・
キ
・
ク
が
一
度
に
追
加

さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
少
な
く
と
も
、
カ
と

キ
は
違
う
時
期
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
言
う
の
も
、

両
者
は
明
ら
か
に
内
容
が
重
複
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
カ
・
キ
の
要
点
と
は
、

つ
ま
り
は
無
爵
者
が
い
な
い
場
合
、
よ
り
低
い
爵
位
を
持
つ
者
か
ら
選
べ
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
だ
け
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
キ
さ
え
あ
れ
ば
事
足

り
る
。
最
初
に
カ
が
追
加
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
キ
が
追
加
さ
れ
た
と

考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

☆
条
文
追
加
プ
ロ
セ
ス
②

ア　

典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
、
里
内
で
互
選
す
る
。

イ　

里
内
の
無
爵
・「
免
老
」・「
無
害
」
を
典
・
老
と
す
る
。

ウ　
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
、「
它
の
里
」
の
「
免
老
」
か
ら
選
ぶ
。

エ　
（「
它
の
里
」
の
者
を
典
・
老
と
す
る
場
合
）
公
士
や
「
丁
者
」
か
ら
選

ん
で
は
な
ら
な
い
。

オ　
「
丁
者
」
を
典
・
老
と
し
た
場
合
、
県
尉
・
県
令
関
係
諸
官
を
処
罰
す
る
。

│
│
│
│
│

│
│
│
│
│
│
（
以
下
追
加
条
文
）
│
│
│
│
│

│
│
│
│
│
│

カ　

無
爵
者
が
い
な
い
場
合
、
公
士
か
ら
選
ぶ
。

│
│
│
│
│

│
│
│
│
│
│
（
以
下
追
加
条
文
）
│
│
│
│
│

│
│
│
│
│
│

キ　

県
内
に
典
・
老
と
す
べ
き
者
が
い
な
い
場
合
、
不
更
以
下
の
う
ち
、
よ

り
下
級
の
有
爵
者
か
ら
選
ぶ
。

ク　
（
有
爵
者
が
い
ず
れ
も
）
復
除
さ
れ
た
者
、
経
済
力
が
な
い
者
で
あ
っ

た
場
合
、
不
更
以
下
の
者
に
輪
番
で
典
・
老
を
務
め
さ
せ
る
。

　

す
る
と
、
ク
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
ア

〜
オ
に
カ
が
追
加
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ア
〜
オ
だ
け
に
注
目

す
る
と
、
こ
の
部
分
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
時
期
に
お
い
て
は
、
里
内
に
無
爵
者

が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
典
・
老
を

選
ぶ
際
に
は
里
内
の
「
免
老
」
か
つ
「
無
害
」
の
者
の
間
で
互
選
さ
せ
、
候
補
者

が
い
な
け
れ
ば
「
它
の
里
」
か
ら
選
ぶ
が
、
そ
の
際
に
は
公
士
や
「
丁
者
」
か
ら

選
ん
で
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
ら
た
め
て
こ
こ
だ
け
を
見
て
み

る
と
、
ま
ず
気
づ
く
の
が
エ
に
「
公
士

0

0

や
「
丁
者
」
か
ら
選
ん
で
は
な
ら
な
い
」

と
あ
る
理
由
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
ア
〜
ク
全
体
で
見
た
と
き
に
は
、「
公
士
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（
以
上
）」
と
補
わ
な
け
れ
ば
、
当
然
「
で
は
第
二
級
上
造
な
ら
ば
よ
い
の
か
」
と

い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
ア
〜
オ
し
か
条
文
が
存
在
し
な
か
っ
た
時
期
に

お
い
て
は
、
里
内
の
大
多
数
が
無
爵
者
で
あ
り
、
有
爵
者
が
い
た
と
し
て
も
せ
い

ぜ
い
第
一
級
公
士
の
者
し
か
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
エ
に
は

「
公
士
か
ら
選
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
エ
「
公
士
」
に
「
以
上
」
と
い
う
文
言
が
付
さ
れ

て
い
な
い
の
は
誤
脱
な
ど
で
は
な
く
、
ア
〜
オ
が
里
内
に
ほ
ぼ
無
爵
者
し
か
い
な

い
よ
う
な
比
較
的
古
い
時
代
に
制
定
さ
れ
た
条
文
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
、
極
め

て
貴
重
な
痕
跡
で
あ
っ
た
た
め
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
爵
制
と
は
、
戦
争
で
功
績
を
挙
げ
た
者
に
爵
位
と
相
応
の
報
奨
を
与

え
る
こ
と
で
、
人
々
の
戦
闘
意
欲
を
駆
り
立
て
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ

る
。
秦
は
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
周
代
以
来
の
氏
族
制
か
ら
脱
却
し
、
富
国
強
兵
を

実
現
さ
せ
た
の
で
あ
っ
たＷ
。
た
だ
し
、
秦
が
そ
の
領
土
を
拡
張
さ
せ
て
い
く
過
程

で
、
爵
制
は
新
占
領
地
に
居
住
す
る
人
々
を
秦
へ
の
奉
仕
に
駆
り
立
て
る
た
め
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
典
型
的
な
事
例
こ
そ
、
長
平
の
戦
い
の
終
盤
で

実
施
さ
れ
た
民
爵
賜
与
で
あ
っ
た
。
当
時
の
秦
は
趙
軍
を
包
囲
し
た
も
の
の
、
自

国
か
ら
の
徴
兵
が
飽
和
状
態
に
陥
っ
て
い
た
た
め
、
新
た
に
占
領
し
た
河
内
の
地

に
昭
襄
王
が
自
ら
赴
き
、
当
地
の
民
衆
に
無
償
で
爵
位
を
頒
布
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
徴
兵
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
たＸ
。
こ
の
よ
う
に
、
爵
位
は
当
初
は
軍
功
を

挙
げ
た
者
に
の
み
賜
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
不
特
定
多
数
の
人
々

に
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
有
爵

者
・
無
爵
者
の
分
布
状
況
も
大
き
く
変
化
し
た
と
目
さ
れ
る
。

　

よ
り
高
い
爵
位
を
持
つ
者
に
は
刑
罰
の
減
免
や
田
宅
給
付
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

特
権
が
与
え
ら
れ
た
がＹ
、
特
権
を
持
つ
者
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
法
令

の
追
加
や
改
変
も
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
爵
制
の
変
化
に
伴
っ
て
追
加
・

改
変
さ
れ
た
条
文
の
一
つ
が
、
本
条
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
爵
制
が
軍
功
報

奨
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
た
時
点
に
お
い
て
は
、
里
内
に
戦
場
で
軍
功
を
挙
げ

て
爵
位
を
得
た
者
が
い
る
こ
と
す
ら
稀
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
、

第
一
級
公
士
の
者
さ
え
対
象
か
ら
外
す
よ
う
規
定
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
で
事
足
り

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
爵
制
の
用
途
が
多
様
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
人
々
に

爵
位
が
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
各
里
内
に
有
爵
者
も
増
え
て
い
く
。
時
に

は
長
平
の
戦
い
の
と
き
の
よ
う
に
、
里
ど
こ
ろ
か
県
、
引
い
て
は
郡
全
体
が
民
爵

賜
与
の
対
象
に
な
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た
で
あ
ろ
うＺ
。
す
る
と
、
里
内
に
無
爵
者
が

い
な
い
と
い
う
状
況
も
生
じ
て
く
る
が
、
ア
〜
オ
の
み
で
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に

対
処
で
き
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
カ
を
追
加
し
、
無
爵
者
が
い
な
い
場
合
に
は
公

士
か
ら
典
・
老
を
選
ん
で
も
よ
い
と
い
う
規
定
を
設
け
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
有

爵
者
が
増
え
れ
ば
、
今
度
は
第
二
級
上
造
以
上
の
有
爵
者
で
里
内
が
占
め
ら
れ
る

よ
う
な
状
況
す
ら
出
来
す
るａ
。
そ
こ
で
キ
を
追
加
し
、
第
四
級
不
更
以
下
の
中
で

よ
り
下
級
の
爵
位
を
持
つ
者
か
ら
選
ぶ
と
い
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
カ
・

キ
が
追
加
さ
れ
た
の
は
、
爵
制
の
運
用
方
法
が
変
化
し
、
秦
国
内
に
お
い
て
有
爵

者
が
増
大
し
た
こ
と
に
伴
う
法
改
正
の
結
果
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

復
除
や
経
済
力
の
有
無
に
配
慮
し
た
ク
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
そ
う

で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
復
除
は
兵
役
・
徭
役
や
租
税
を
免
除
す
る
と
い
う
施

策
で
、
そ
れ
は
王
や
皇
帝
の
命
令
に
よ
っ
て
臨
時
に
行
わ
れ
る
特
例
措
置
で
あ
っ

たｂ
。
秦
で
は
戦
国
時
代
初
頭
よ
り
、
近
隣
諸
国
の
民
衆
を
招
き
寄
せ
た
り
、
国
内

の
民
衆
に
穀
物
・
布
帛
な
ど
の
物
資
納
入
を
促
し
た
り
す
る
の
に
利
用
さ
れ
て
い
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た
ら
し
いｃ
。
ま
た
『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
・
三
五
年
条
に
、

因
徙
三
萬
家
麗
邑
、
五
萬
家
雲
陽
、
皆
復
不
事
十
歳
。

因
り
て
三
萬
家
を
麗
邑
に
、
五
萬
家
を
雲
陽
に
徙
し
、
皆
な
復
し
て
事
と
せ

ざ
ら
し
む
る
こ
と
十
歳
。

と
あ
る
事
例
か
ら
は
、
徙
民
実
施
の
際
に
住
居
移
転
の
引
き
換
え
と
し
て
不
特
定

多
数
の
民
衆
に
復
除
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
里
内
、

引
い
て
は
県
内
す
べ
て
の
「
免
老
」
が
復
除
に
あ
ず
か
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
生
じ

た
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
経
済
力
の
な
い
者
を
典
・
老
候
補
か
ら
除
外
す
る
と
い
う

規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
な
に
ゆ
え
復
除
に
関
す
る
規
定
と
と
も
に
ク
に
盛
り

込
ま
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
典
・
老
任
用
の
実
例
が

蓄
積
さ
れ
て
い
く
中
で
、
資
産
の
な
い
者
が
典
・
老
に
就
任
し
た
た
め
に
何
ら
か

の
問
題
が
生
じ
て
し
ま
い
、
そ
れ
に
対
処
す
べ
く
発
布
さ
れ
た
詔
文
が
基
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
うｄ
。
カ
・
キ
と
同
様
、
ク
も
ま
た
秦
国
内
の
状
況
変
化
に

対
応
す
べ
く
、
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
規
定
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

☆
条
文
追
加
プ
ロ
セ
ス
③

ア　

典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
、
里
内
で
互
選
す
る
。

イ　

里
内
の
無
爵
・「
免
老
」・「
無
害
」
を
典
・
老
と
す
る
。

ウ　
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
、「
它
の
里
」
の
「
免
老
」
か
ら
選
ぶ
。

エ　
（「
它
の
里
」
の
者
を
典
・
老
と
す
る
場
合
）
公
士
や
「
丁
者
」
か
ら
選

ん
で
は
な
ら
な
い
。

オ　
「
丁
者
」
を
典
・
老
と
し
た
場
合
、
県
尉
・
県
令
関
係
諸
官
を
処
罰
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│

│
（
有
爵
者
増
大
に
よ
り
追
加
）
│
│
│
│
│

│
│
│
│

カ　

無
爵
者
が
い
な
い
場
合
、
公
士
か
ら
選
ぶ
。

│
│
│
│
│
│

│
（
さ
ら
な
る
有
爵
者
増
大
に
よ
り
追
加
）
│
│
│

│
│
│
│

キ　

県
内
に
典
・
老
と
す
べ
き
者
が
い
な
い
場
合
、
不
更
以
下
の
う
ち
、
よ

り
下
級
の
有
爵
者
か
ら
選
ぶ
。

│
│
│
│
│
│
│
│
（
復
除
頻
発
な
ど
に
よ
り
追
加
）
│
│
│
│
│
│
│
│

ク　
（
有
爵
者
が
い
ず
れ
も
）
復
除
さ
れ
た
者
、
経
済
力
が
な
い
者
で
あ
っ

た
場
合
、
不
更
以
下
の
者
に
輪
番
で
典
・
老
を
務
め
さ
せ
る
。

四
、
秦
律
・
漢
律
の
特
徴
と
簡
牘
文
化

　

以
上
、
典
・
老
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
規
定
し
た
本
条
②
の
成
立
過
程
と
そ
の

背
景
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
条
は
個
々
の
文
言
の
意
味
こ
そ
明
瞭
で
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
見
た
と
き
に
内
容
の
重
複
や
不
整
合
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
理
由

は
、
本
条
が
ア
〜
オ
に
カ
・
キ
・
ク
が
後
か
ら
適
宜
追
加
さ
れ
た
結
果
、
成
立
し

た
条
文
で
あ
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
先
述
の
通
り
、
秦
律
・
漢
律
は
皇
帝
の

下
す
詔
文
の
抜
粋
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
本
条
も
ま
た
少
な
く
と
も
四
条
以
上
の

詔
文
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
解
し
得
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
詔

文
は
い
ず
れ
も
違
う
時
期
に
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背
景
も

大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
表
面
的
に
は
一
条
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
い
て
も
、
内
容
の
重
複
や
用
語
の
違
い
、
あ
る
い
は
矛
盾
や
不
整
合
が
出
て
き

て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
法
律
条
文
に
矛
盾
や
不
整
合
な
ど
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
現
代
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
が
勝
手
に
抱
い

て
い
る
固
定
観
念
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
法
律
条
文
を
実

際
に
運
用
す
る
官
吏
が
理
解
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
。
国
家

に
よ
る
大
規
模
な
法
典
編
纂
事
業
を
経
た
後
代
の
法
律
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
秦
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律
・
漢
律
に
関
し
て
は
内
容
を
整
合
的
に
解
釈
し
て
い
く
よ
り
も
、
な
に
ゆ
え
条

文
が
そ
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
重
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
た
と
え
秦
律
・
漢
律
の
形
態
が
表
面
的
に
未
整
備
か
つ
雑
駁
に
見
え

た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
、
後
世
の
法
律
に
比
べ
て
ま
だ

0

0

完
成
さ
れ
て
い
な

い
と
か
、
ま
だ
0

0

発
展
途
上
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
評
価
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ

こ
で
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
条
文
に
内
容
上
の
重
複
や
矛
盾
・
不
整
合
な
ど
を

残
し
た
ま
ま
、
そ
こ
に
新
た
に
発
布
さ
れ
た
詔
文
を
適
宜
追
加
し
つ
つ
、
条
文
そ

の
も
の
を
充
実
さ
せ
て
い
く
や
り
方
、
そ
れ
こ
そ
が
秦
律
・
漢
律
の
特
徴
な
の
で

あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
べ
き
は
そ
の
優
劣
で
は
な
く
、
な
に
ゆ
え
当
時
の

人
々
が
そ
の
よ
う
な
法
律
の
あ
り
方
を
選
択
し
、
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
と

い
う
点
に
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
際
に
注
目
す
べ
き
が
、
や
は
り
法
律
の
内
容
を

書
き
込
む
メ
デ
ィ
ア
、
す
な
わ
ち
簡
牘
そ
の
も
の
の
特
徴
で
は
な
い
か
。
近
年
の

相
次
ぐ
出
土
文
字
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
当
時
の
人
々
が
簡
牘
を
ど
の
よ
う
に
利

用
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
るｅ
。
そ
れ
に
伴

い
、
簡
牘
が
単
な
る
紙
以
前
の
原
始
的
な
書
写
材
料
な
ど
で
は
な
く
、
紙
に
は
な

い
利
点
を
持
つ
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
がｆ
、
そ
の

中
の
一
つ
が
「
拡
張
性
」、
す
な
わ
ち
既
存
の
文
書
の
形
態
を
あ
る
程
度
保
持
し

た
ま
ま
、
簡
牘
を
一
本
一
本
追
加
し
て
い
く
こ
と
で
、
文
書
の
内
容
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
簡
牘
特
有
の
機

能
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
秦
律
・
漢
律
と
大
変
相
性
が
よ
い
。
い
や

む
し
ろ
、「
拡
張
性
」
を
帯
び
た
簡
牘
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
日
常
的
に
利
用

し
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
、
そ
こ
に
書
き
込
む
律
令
と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

│
│
多
少
の
内
容
の
ブ
レ
を
無
視
し
て
で
も
│
│
「
拡
張
性
」
を
持
た
せ
る
の
は
、

言
わ
ば
必
然
で
あ
っ
た
と
も
言
い
得
る
。
冨
谷
至
氏
は
つ
と
に
こ
の
点
に
注
目

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
令
は
「
追
加
や
変
更
が
き
か
な
い
完

成
さ
れ
た
典
籍
で
は
な
く
、
未
完
成
の
フ
ァ
イ
ル
的
な
編
纂
物
」
で
あ
り
、「
そ

れ
は
当
時
の
書
写
材
料
＝
簡
牘
の
機
能
を
具
現
し
た
も
の
」
で
あ
る
、
とｇ
。
簡
牘

と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
「
拡
張
性
」
と
、
秦
律
・
漢
律
と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
「
拡
張
性
」
は
ま
さ
に
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
は

わ
れ
わ
れ
が
想
像
す
る
よ
り
も
遥
か
に
巧
み
に
、
こ
の
「
拡
張
性
」
を
利
用
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。「
拡
張
性
」
に
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
尽
く
す
、
こ

の
簡
牘
文
化
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
こ
そ
、
秦
律
・
漢
律
を
正
確
に
解
釈
す
る

た
め
に
真
に
必
要
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
里
の
典
・
老
を
設
置
・
選
任
す
る
方
法
に
つ
い
て
定
め
た

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
「
秦
律
令
（
壹
）」
尉
卒
律
の
読
解
を
通
じ
、
秦
律
・
漢
律
が

複
数
の
条
文
（
＝
詔
文
）
の
接
合
・
追
加
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
背
後
に
メ
デ
ィ
ア
の
「
拡
張
性
」
を
活
用
し
尽
く
す
簡
牘
文
化
が
伏
在

し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
披
歴
し
た
こ
と
は
せ
い
ぜ
い
一
条
文
の
読
解
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
仮
説
に
過
ぎ
ず
、
他
の
条
文
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
し
得
る
の

か
否
か
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
注
意
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
秦
律
・
漢
律
の
条
文
が
複
数
の
詔
文
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

形
成
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
あ
る
段
階
で
「
浄
書
」
さ
れ
て
い
た
可
能



秦
・
漢
律
の
条
文
形
成
過
程
に
関
す
る
一
考
察

（　　）13

性
を
否
定
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

本
稿
で
扱
っ
た
尉
卒
律
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
よ
う
。
比
較
的
早
い
段
階
で
存

在
し
て
い
た
ら
し
い
ア
〜
オ
は
、
確
か
に
内
容
的
に
ま
と
ま
っ
た
一
条
文
と
し
て

通
読
し
得
る
が
、
か
と
言
っ
て
、
こ
れ
ら
が
一
つ
の
詔
文
と
し
て
一
度
に
発
せ
ら

れ
た
も
の
と
は
断
言
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
当
初
は
「
典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
、

里
内
で
互
選
す
る
」（
ア
）
と
い
う
規
定
し
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
後
か
ら
無

爵
・「
免
老
」・「
無
害
」
の
よ
う
な
条
件
が
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
十
分

考
え
ら
れ
る
。
仮
に
そ
う
考
え
た
場
合
、
残
り
の
イ
〜
オ
が
文
章
の
順
番
通
り
に

順
次
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
典
・
老
の
選
任
条
件
に
つ
い
て
定
め
る
イ
と
、
そ
の
条
件
に
合
致
し
な
い
人

物
を
任
用
し
た
場
合
の
処
罰
規
定
た
る
オ
は
内
容
的
に
対
に
な
っ
て
お
り
、
一
度

に
定
め
ら
れ
た
規
定
と
見
な
し
得
る
。
し
か
し
、「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
に
「
它

の
里
」
か
ら
選
ぶ
と
い
う
ウ
と
、
そ
の
際
に
も
イ
の
条
件
に
そ
ぐ
わ
な
い
者
は
選

ん
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
エ
は
、
イ
・
オ
よ
り
も
後
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
す
る
と
、
ア
〜
オ
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

　

☆
条
文
追
加
プ
ロ
セ
ス
④

ア　

典
・
老
を
選
ぶ
際
に
は
、
里
内
で
互
選
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

│
（
以
下
追
加
条
文
）
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│

イ　

里
内
の
無
爵
・「
免
老
」・「
無
害
」
を
典
・
老
と
す
る
。

オ　
「
丁
者
」
を
典
・
老
と
し
た
場
合
、
県
尉
・
県
令
関
係
諸
官
を
処
罰
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

│
（
以
下
追
加
条
文
）
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

│

ウ　
「
免
老
」
が
い
な
い
場
合
、「
它
の
里
」
の
「
免
老
」
か
ら
選
ぶ
。

エ　
（「
它
の
里
」
の
者
を
典
・
老
と
す
る
場
合
）
公
士
や
「
丁
者
」
か
ら
選

ん
で
は
な
ら
な
い
。

仮
に
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
当
初
は
こ
の
順
番
（
ア
・
イ
・
オ
・

ウ
・
エ
）
で
並
ん
で
い
た
が
、
あ
る
段
階
で
「
浄
書
」
さ
れ
、
よ
り
意
味
が
通
る

順
番
（
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
）
に
並
び
替
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

の
際
に
余
計
な
文
言
が
削
除
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
用
語
が
よ
り
時
宜
に
適
っ
た

も
の
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
た
り
、
と
い
っ
た
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
な

い
。
つ
ま
り
、
秦
律
・
漢
律
の
各
条
文
は
確
か
に
順
次
内
容
が
追
加
さ
れ
な
が
ら

形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
る
段
階
で
、
あ
た
か
も
一
度
に
定
め

ら
れ
た
、
整
合
的
で
厳
密
な
内
容
を
持
つ
条
文
で
あ
る
か
の
ご
と
く
「
浄
書
」
さ

れ
、
そ
れ
と
と
も
に
条
文
追
加
の
痕
跡
も
跡
形
も
な
く
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
条
の
場
合
、
ア
〜
オ
に
カ
・
キ
・
ク

が
追
加
さ
れ
た
痕
跡
が
幸
い
に
も
残
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
時
代
が
下
れ
ば

「
浄
書
」
さ
れ
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
条
文
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ

な
いｈ
。

　

こ
う
し
た
現
象
は
、
冨
谷
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
フ
ァ
イ
ル
」
か
ら
「
書
籍
」

へ
の
転
換
と
で
も
呼
べ
よ
う
かｉ
。
条
文
を
随
時
追
加
し
て
い
く
「
フ
ァ
イ
ル
」
的

な
文
書
は
、「
拡
張
性
」
と
い
う
側
面
だ
け
を
考
え
れ
ば
利
便
性
が
高
い
が
、
内

容
を
通
読
す
る
に
は
難
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
る
段
階
で
「
フ
ァ
イ
ル
」
を
「
浄

書
」
し
て
「
書
籍
」
に
作
り
替
え
る
必
要
性
が
生
じ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
書
籍
」

化
は
必
ず
し
も
フ
ァ
イ
ナ
ラ
イ
ズ
を
意
味
し
な
い
。
簡
牘
で
あ
れ
ば
、「
書
籍
」

化
さ
れ
た
後
も
情
報
の
追
加
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
情
報
を

追
加
す
る
必
要
性
が
生
じ
れ
ば
、「
書
籍
」
は
再
び
「
フ
ァ
イ
ル
」
へ
戻
り
、
さ

ら
に
時
代
が
下
れ
ば
、
再
び
「
浄
書
」
さ
れ
て
「
書
籍
」
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
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「
フ
ァ
イ
ル
」
化
と
「
書
籍
」
化
を
反
復
し
な
が
ら
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
営
為
こ
そ
、
簡
牘
文
化
の
「
拡
張
性
」
な
る
も
の

の
実
態
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
条
文
追
加
の
痕
跡
が
「
浄
書
」

に
よ
っ
て
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
本
稿
の
仮
説
を
別

の
条
文
か
ら
検
証
す
る
と
い
っ
て
も
、そ
う
簡
単
な
話
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
簡
牘
文
化
の
「
拡
張
性
」
の
痕
跡
は
出
土
文
字
資
料
の
み

な
ら
ず
、
伝
世
文
献
上
に
も
垣
間
見
え
る
。
事
実
、
田
村
和
親
氏
は
『
公
羊
伝
』・

『
左
伝
』
に
複
数
の
「
拡
張
」
の
痕
跡
を
見
出
し
て
お
りｊ
、
筆
者
も
『
続
漢
書
』

百
官
志
が
官
簿
に
司
馬
彪
の
本
注
を
追
加
す
る
と
い
う
「
拡
張
」
を
経
て
成
っ
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
たｋ
。
出
土
文
字
資
料
で
あ
ろ
う
と
伝
世
文
献
史
料

で
あ
ろ
う
と
、
当
時
の
人
々
が
簡
牘
文
化
の
中
で
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

当
然
、
そ
こ
に
「
拡
張
性
」
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
は
ず
で
、
し
か
も
そ
の
痕
跡

が
内
容
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

無
視
す
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
出
土
文
字
資
料
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
こ

に
人
の
手
が
ま
っ
た
く
加
わ
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
逆
に
伝
世
文
献
史

料
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
書
い
た
人
│
│
あ
る
い
は
増
補
し
た
人
、
書

写
し
た
人
│
│
の
遺
し
た
痕
跡
が
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

い
ず
れ
を
扱
う
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
簡
牘
文
化
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意

識
す
べ
き
こ
と
、
こ
の
点
を
自
戒
し
つ
つ
、
仮
説
の
さ
ら
な
る
具
体
化
に
つ
い
て

は
他
日
に
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

注
（
１

）　

岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
『
岳
麓
書

院
蔵
秦
簡 

壹
』
前
言
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
の
他
、
宮
宅
潔
「
岳

麓
書
院
蔵
簡
「
亡
律
」
解
題
」（『
東
方
学
報
』
京
都
第
九
二
冊
、
二
〇
一
七
年
）

な
ど
参
照
。
訳
注
と
し
て
、「
秦
代
出
土
文
字
史
料
の
研
究
」
班
「
岳
麓
書
院

蔵
簡
《
秦
律
令
（
壹
）》
訳
注
稿 

そ
の
（
一
）」（『
東
方
学
報
』
京
都
第
九
二
冊
、

二
〇
一
七
年
）、
同
「
岳
麓
書
院
蔵
簡
《
秦
律
令
（
壹
）》
訳
注
稿 

そ
の
（
二
）」

（『
東
方
学
報
』
京
都
第
九
三
冊
、
二
〇
一
八
年
）
が
あ
る
。
以
下
、
こ
の
訳
注

に
言
及
す
る
場
合
、
便
宜
的
に
「
京
大
班
」
と
呼
称
す
る
。

（
２

）　

厳
耕
望
『
中
国
地
方
行
政
制
度
史　

甲
部　

秦
漢
地
方
行
政
制
度
』（
中
央

研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
二
四
三
〜
二
四
四
頁
、
安
作
璋
・

熊
鉄
基
『
秦
漢
官
制
史
稿
』（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
年
）
七
〇
六
〜
七
一
三
頁
、

水
間
大
輔
「
秦
・
漢
に
お
け
る
里
の
編
成
と
里
正
・
里
典
・
父
老
│
│
岳
麓
書

院
蔵
秦
簡
「
秦
律
令
」
を
手
が
か
り
と
し
て
│
│
」（
但
見
亮
ほ
か
編
『
小
口

彦
太
先
生
古
稀
記
念
論
文
集　

中
国
の
法
と
社
会
と
歴
史
』
成
文
堂
、
二
〇
一

七
年
）
な
ど
。

（
３

）　

父
老
に
つ
い
て
は
守
屋
美
都
雄
「
父
老
」（
初
出
一
九
五
五
年
。
同
氏
『
中

国
古
代
の
家
族
と
国
家
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
八
年
所
収
）
な
ど
参
照
。

里
の
管
理
者
と
し
て
は
里
正
・
里
典
・
里
魁
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
関
係
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
（
注（
１

）前
掲
水
間
氏
論
文
）。
な
お
、
本

稿
で
取
り
上
げ
る
秦
律
条
文
で
は
、
里
の
管
理
者
と
し
て
「
典
・
老
」
と
い
う

名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
里
典
・
父
老
と
同
一
視
し
得
る
か
否

か
は
不
明
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
以
下
で
は
典
・
老
と
い
う
名
称
を
そ
の
ま
ま
用

い
る
こ
と
と
す
る
。

（
４

）　

周
海
鋒
「
岳
麓
書
院
《
尉
卒
律
》
研
究
」（『
出
土
文
献
研
究
』
第
一
四
輯
、

二
〇
一
五
年
）、
陳
偉
「
岳
麓
秦
簡
〝
尉
卒
律
〟
校
讀
（
一
）」・「
岳
麓
秦
簡
〝
尉

卒
律
〟
校
讀
（
二
）」（
い
ず
れ
も
簡
帛
網
、二
〇
一
六
年
三
月
二
一
日
）・
注（
１

）

前
掲
水
間
氏
論
文
な
ど
。
以
下
、
水
間
説
に
言
及
す
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
こ

の
論
文
に
よ
る
。

（
５

）　

秦
・
漢
代
の
律
令
の
形
態
や
形
成
過
程
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、

工
藤
元
男
編
「
日
本
秦
簡
研
究
現
状
」（『
簡
帛
』
第
六
輯
、
二
〇
一
一
年
）
の
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「
律
令
的
編
纂
、
継
承
」（
楯
身
担
当
）
な
ど
参
照
。

（
６

）　

劃
線
と
は
簡
牘
の
背
面
に
刻
ま
れ
た
線
の
こ
と
で
、
冊
書
復
元
の
手
が
か
り

の
一
つ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
竹
田
健
二
「
劃
線
小
考
│
│
北
京
簡

『
老
子
』
と
清
華
簡
『
繫
年
』
と
を
中
心
に
│
│
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
巨
号
（
第

五
七
号
）、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
参
照
。

（
７

）　

朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡 

肆
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

〇
一
五
年
）。
以
下
、「
図
版
」
と
呼
称
す
る
。

（
８

）　

図
版
は
「
戍
」
に
作
る
が
、
注（
４

）前
掲
陳
偉
氏
論
文
に
従
っ
て
あ
ら
た
め

た
。

（
９

）　

三
十
戸
未
満
の
里
が
典
・
老
を
共
有
す
る
の
に
「
不
便
」
な
場
合
、「
之
に

典
を
予
う
る
も
老
を
予
う
る
勿
れ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
予
」
に
つ
い
て
、
水
間

氏
は
具
体
的
な
意
味
は
不
詳
と
し
な
が
ら
も
、
国
家
が
し
か
る
べ
き
人
材
を
典

と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
と
解
す
る
。
ひ
と
ま
ず
こ
れ
に
従
う
が
、
な
に
ゆ
え
老

は
「
予
」
え
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
は
不
明
。

（
10
）　

整
理
小
組
は
「
公
大
夫
」
が
勝
手
に
門
を
開
け
放
ち
、
そ
れ
を
破
壊
し
て
し

ま
っ
た
場
合
の
処
罰
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
と
解
す
る
。
問
題
は
「
擅
に
門
を

啟
く
」
と
い
う
行
為
の
違
法
性
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
出
来
す
る
「
其
の
旁
里

に
附
す
」
と
い
う
現
象
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
を
ど
う
解
す

る
に
せ
よ
、
一
つ
の
里
が
典
・
老
を
共
有
す
る
と
い
う
規
定
の
直
後
に
付
さ
れ

た
条
文
で
あ
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
「
責
任
者
の
共
有
」
に
際
し
て
起
こ
り
得

る
事
態
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
と
解
し
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

（
11
）　

①
と
②
の
間
は
改
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
尉
卒
律
曰
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ

て
区
切
ら
れ
て
も
い
な
い
が
、「
∠
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
号
や
「
⃝
」

の
意
味
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
（
李
均
明
・
劉
軍
『
簡
牘
文
書
学
』
広
西
教

育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
第
三
章
な
ど
）、
こ
こ
で
は
①
・
②
が
も
と
は
別

個
の
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
解
し
て
お
く
。
詳
細
は
注（
20
）

参
照
。

（
12
）　

里
耶
秦
簡8-157

に
は
、
啓
陵
郷
の
嗇
夫
が
成
里
の
典
を
任
命
す
る
よ
う
、

所
属
先
の
遷
陵
県
に
上
申
し
て
い
る
文
書
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
典
の

任
命
に
は
必
ず
県
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
人
選
に
際
し
て

は
互
選
も
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
県
の
厳
し
い
監
視
下
で
行
わ
れ
た
と

見
ら
れ
る
。
里
耶
秦
簡
に
つ
い
て
は
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
里
耶
秦

簡
〔
壹
〕』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
陳
偉
主
編
『
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
（
第

一
巻
）』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
13
）　

水
間
氏
論
文
・
京
大
班
参
照
。

（
14
）　

飯
島
和
俊
「「
文
無
害
」
考
│
│
「
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
」
を
手
が
か
り
と
し

て
見
た
秦
・
漢
期
の
官
吏
登
用
法
」（『
中
央
大
学
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
三
号
、

一
九
七
九
年
）
な
ど
。

（
15
）　

水
間
氏
論
文
・
京
大
班
参
照
。

（
16
）　
「
不
更
以
下
子
年
廿
歳
、
大
夫
以
上
至
五
大
夫
子
及
小
爵
不
更
以
下
至
上
造

年
廿
二
歳
、
卿
以
上
子
及
小
爵
大
夫
以
上
年
廿
四
歳
、
皆
傅
之
」。
張
家
山
漢

簡
の
釈
文
は
彭
浩
ほ
か
主
編
『
二
年
律
令
与
奏
讞
書
│
│
張
家
山
二
四
七
号
漢

墓
出
土
法
律
文
献
釈
読
│
│
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
〇
七
年
）
に
拠
っ
た
。

（
17
）　

注（
４

）前
掲
陳
偉
氏
論
文
（
一
）。

（
18
）　

水
間
氏
論
文
・
京
大
班
。

（
19
）　

実
際
、
京
大
班
は
「
以
上
」
を
補
っ
て
本
条
を
訳
出
し
て
い
る
。

（
20
）　

佐
々
木
研
太
「
出
土
秦
律
の
書
写
形
態
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
国
出
土

資
料
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）
は
、
睡
虎
地
秦
簡
「
秦
律
十
八
種
」
中

に
散
見
す
る
「
⃝
」
に
つ
い
て
、
も
と
か
ら
あ
っ
た
条
文
に
後
か
ら
追
加
さ
れ

た
注
記
を
明
示
す
る
た
め
の
記
号
と
解
し
て
い
る
。
た
だ
し
一
方
で
、
同
じ
睡

虎
地
秦
簡
中
で
も
「
秦
律
雑
抄
」
に
散
見
す
る
「
⃝
」
は
、
条
文
と
条
文
の
つ

な
ぎ
目
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
∠
」
も
同
様
に
、
使
わ
れ
る
場

面
に
よ
っ
て
意
味
合
い
は
異
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
（
並
列
を
示
す
「
・
」

（
中
黒
）
と
同
様
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
も
あ
る
）、
少
な
く
と
も
本
条
で
は
内

容
上
の
断
絶
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

（
21
）　

京
大
班
も
同
様
に
解
す
る
。

（
22
）　

復
除
に
つ
い
て
は
、
平
中
苓
次
「
漢
代
の
復
除
と
周
礼
の
施
舎
」（
初
出
一

九
五
六
年
。
同
氏
『
中
国
古
代
の
田
制
と
税
法
│
│
秦
漢
経
済
史
研
究
│
│
』
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東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
七
年
所
収
）、
重
近
啓
樹
『
秦
漢
税
役
体
系
の
研
究
』

（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）
第
七
章
な
ど
参
照
。

（
23
）　

こ
の
部
分
は
キ
と
つ
な
げ
ず
に
「（
里
内
な
い
し
県
内
）
す
べ
て
の
「
免
老
」

が
復
除
に
与
っ
て
い
た
り
、
自
給
で
き
な
な
か
っ
た
場
合
」
と
解
す
る
こ
と
も

で
き
る
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
場
合
、
末
尾
の
「
不

更
以
下
の
者
に
輪
番
で
典
・
老
を
務
め
さ
せ
る
」
と
い
う
部
分
が
問
題
と
な
る
。

イ
に
よ
れ
ば
、
無
爵
の
「
免
老
」
が
い
れ
ば
、
そ
の
者
を
優
先
さ
せ
る
の
が
原

則
で
あ
る
か
ら
、
有
爵
者
を
含
む
「
不
更
以
下
の
者
」
に
典
・
老
を
務
め
さ
せ

る
な
ど
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ク
は
最
初
か
ら
無
爵
者
を
適
用
対
象
か

ら
除
外
し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
、
話
が
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
京
大
班
も

同
様
に
解
し
て
い
る
。

（
24
）　

も
っ
と
も
、「（
同
じ
郷
内
の
）
它
の
里
」
を
意
味
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
が
、
本
条
に
は
郷
が
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
上
、
典
・
老
の
任
命
に
際
し
て

責
任
を
負
う
の
は
県
尉
と
さ
れ
て
い
る
。
郷
は
原
則
と
し
て
里
の
人
事
に
関
与

し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
、
こ
こ
で
は
郷
と
い
う
行
政
区
画
そ
の
も
の
を
捨
象

し
た
。

（
25
）　
「
縣
中
」
と
い
う
語
は
、
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
「
秦
律
令
（
壹
）」
中
に
二
例
見

え
る
。「
置
吏
律
曰
、
縣
除
有
秩
吏
、
各
除
其
縣
中
」（
第
二
〇
七
簡
）、「
置
吏

律
曰
、
縣
除
小
佐
毋
（
無
）
秩
者
、
各
除
其
縣
中
」（
第
二
一
〇
簡
）。

（
26
）　

注（
12
）で
言
及
し
た
里
耶
秦
簡8-157

は
、
確
か
に
典
任
用
の
関
係
史
料
と

し
て
貴
重
で
は
あ
る
が
、
典
に
任
用
さ
れ
る
人
物
の
資
格
や
資
質
に
言
及
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
条
の
解
釈
の
決
め
手
と
な
り
得
る
の
は
、
典
任
用

の
プ
ロ
セ
ス
│
│
互
選
や
候
補
者
の
絞
り
込
み
の
過
程
な
ど
│
│
が
具
体
的
に

示
さ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
ろ
う
が
、
現
時
点
で
は
管
見
の
限
り
、
そ
の
よ
う
な

史
料
は
見
出
せ
な
い
。

（
27
）　

陶
安
あ
ん
ど
「
法
典
編
纂
史
再
考
│
│
漢
篇
：
再
び
文
獻
史
料
を
中
心
に
据

え
て
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
〇
冊
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
28
）　

廣
瀬
薫
雄
『
秦
漢
律
令
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
第
二
部
。

（
29
）　

睡
虎
地
秦
簡
で
は
、「
秦
律
十
八
種
」
中
の
效
律
と
は
別
に
「
效
律
」
が
存

在
し
、
か
つ
そ
の
う
ち
の
一
条
文
が
「
秦
律
十
八
種
」
中
の
倉
律
と
酷
似
し
て

い
る
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
こ
の
效
律
と
倉
律
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
注（
20
）

前
掲
佐
々
木
氏
論
文
参
照
。
ま
た
、
張
家
山
漢
簡
「
二
年
律
令
」
史
律
に
見
え

る
「
史
」（
書
記
官
）
の
選
抜
規
定
（
第
四
七
五
〜
四
七
六
簡
）
は
、『
説
文
』

序
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
尉
律
と
内
容
的
に
酷
似
し
て
い
る
。

（
30
）　

後
述
す
る
よ
う
に
、
秦
・
漢
律
は
そ
の
形
成
過
程
こ
そ
「
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
」

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
あ
る
段
階
で
よ
り
洗
練
さ
れ
た
内
容
に
書
き
直

さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
仮
に
そ
の
よ
う
な
工
程
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
、

そ
れ
が
官
庁
独
自
の
判
断
で
行
い
得
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
上
級
機
関
や
中

央
政
府
の
監
修
な
ど
を
要
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

（
31
）　

睡
虎
地
秦
簡
「
秦
律
十
八
種
」
尉
雑
律
に
「
歳
讎
辟
律
于
御
史
」（
第
二
六

六
簡
）
と
あ
り
、
毎
年
、
御
史
府
に
出
向
い
て
「
辟
律
」
を
書
写
せ
よ
と
あ
る
。

「
辟
律
」
と
は
詔
文
の
一
部
と
解
さ
れ
る
が
、
各
官
府
は
そ
れ
を
御
史
府
で
書

写
し
て
持
ち
帰
っ
た
後
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
整
理
し
て
保
管
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
が
既
存
の
条
文
を
改
変
し
た
り
、
追
加
し
た
り
す

る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
既
存
条
文
の
末
尾
に
書
写
内
容
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
条
文
の
順
番
を
入
れ
替
え
た
上
で
全
体
を
書

写
し
直
す
な
ど
の
措
置
を
採
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
条
の
場
合
は
内
容
が
追

加
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
部
が
書
写
し
直
さ
れ
て

い
る
（
＝
「
浄
書
」
さ
れ
て
い
る
）
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
睡
虎
地
秦
簡
の

簡
番
号
は
《
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
》
編
写
組
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
八
一
年
）、
釈
文
は
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』

（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
に
拠
っ
た
。

（
32
）　

守
屋
美
都
雄
「
漢
代
爵
制
の
源
流
と
し
て
見
た
る
商
鞅
爵
制
の
研
究
」（
初

出
一
九
五
七
年
。
同
氏
『
中
国
古
代
の
家
族
と
国
家
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九

六
八
年
所
収
）、
古
賀
登
『
漢
長
安
城
と
阡
陌
・
県
郷
亭
里
制
度
』（
雄
山
閣
、

一
九
八
〇
年
）
な
ど
。
も
っ
と
も
、
秦
の
強
大
化
を
実
現
さ
せ
た
と
さ
れ
る
耕

戦
体
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
じ
た
い
を
疑
問
視
す
る
説
も
出
て
き
て
い
る

（
宮
宅
潔
「
秦
の
戦
役
史
と
遠
征
軍
の
構
成
│
│
昭
襄
王
期
か
ら
秦
王
政
ま
で
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│
│
」『
中
国
古
代
軍
事
制
度
の
総
合
的
研
究
』
平
成
二
〇
〜
二
四
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
三
年
）。
と

は
言
え
、
爵
制
が
旧
来
の
身
分
秩
序
を
解
体
す
る
の
に
貢
献
し
た
こ
と
じ
た
い

は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

（
33
）　

拙
著
『
前
漢
国
家
構
造
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
）

五
三
〜
五
五
頁
。

（
34
）　

西
嶋
定
生
『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
と
構
造
│
│
二
十
等
爵
制
の
研
究

│
│
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
一
年
）
第
三
章
、
山
田
勝
芳
「
張
家
山

第
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
「
二
年
律
令
」
と
秦
漢
史
研
究
」（『
日
本
秦
漢
史
学
会

会
報
』
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
宮
宅
潔
『
中
国
古
代
刑
制
史
の
研
究
』（
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）
附
論
な
ど
。

（
35
）　

始
皇
二
七
年
（
前
二
二
〇
）
に
は
、
極
廟
・
甘
泉
前
殿
な
ど
の
建
設
に
従
事

し
た
多
数
の
民
衆
に
爵
位
が
賜
与
さ
れ
て
い
る
（『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
・

二
七
年
条
）。
前
漢
に
な
る
と
、
全
国
の
民
衆
（
良
民
男
子
）
に
一
律
に
爵
位

が
賜
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
他
、
皇
帝
が
巡
幸
し
た
郡
県
の
民
衆
に
賜
与
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
現
れ
て
く
る
。
注（
34
）西
嶋
氏
著
書
第
二
章
第
一
節
参
照
。

（
36
）　

里
耶
古
城
址
の
北
部
に
位
置
す
る
壕
（K

11

）
の
底
で
発
見
さ
れ
た
簡
牘
群

は
、
当
時
の
戸
籍
に
類
す
る
史
料
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
（
湖
南
省
文
物
考
古

研
究
所
『
里
耶
発
掘
報
告
』
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
三
〜
二
一
〇
頁
）、

そ
こ
で
は
多
く
の
場
合
、
戸
主
は
第
四
級
不
更
、
子
は
第
二
級
上
造
と
さ
れ
て

い
る
。
有
爵
者
が
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
統
一
秦
の
状
況
を
反
映
す
る
ご
と
く
で

あ
る
が
、
一
方
で
彼
ら
の
多
く
が
「
荊
」（
楚
）
出
身
と
さ
れ
て
お
り
、
果
た

し
て
秦
の
一
般
的
な
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
か
、疑
問
も
あ
る
。こ
の
「
戸

籍
様
簡
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
直
美
「『
里
耶
秦
簡
』
に
み
る
秦
の
戸
籍
調
査

│
│
同
居
・
室
人
再
考
│
│
」（
初
出
二
〇
〇
八
年
。
同
氏
『
中
国
古
代
家
族

史
研
究
│
│
秦
律
・
漢
律
に
み
る
家
族
形
態
と
家
族
観
│
│
』
刀
水
書
房
、
二

〇
一
二
年
所
収
）
参
照
。

（
37
）　

注（
22
）前
掲
諸
論
文
。

（
38
）　
『
商
君
書
』
徠
民
篇
「
諸
侯
之
士
來
歸
義
者
、
今
使
復
之
、
三
世
無
知
軍
事
、

秦
四
竟
之
内
陵
・
阪
・
丘
・
隰
不
起
十
年
征
者
、
於
律
也
足
以
造
作
夫
百
萬
」。

『
史
記
』
巻
六
八
商
君
列
伝
（
第
一
次
変
法
）「
僇
力
本
業
、
耕
織
致
粟
帛
多
者

復
其
身
」。『
商
君
書
』
の
引
用
は
蒋
礼
鴻
撰
『
商
君
書
錐
指
』（
中
華
書
局
、

一
九
八
六
年
）
に
拠
っ
た
。

（
39
）　

父
老
に
資
産
制
限
が
設
け
ら
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
水
間
氏
論
文
参
照
。

（
40
）　

大
庭
脩
『
木
簡
学
入
門
』（
講
談
社
、
一
九
八
四
年
）、
冨
谷
至
『
木
簡
・
竹

簡
の
語
る
中
国
古
代 

増
補
新
版
│
│
書
記
の
文
化
史
│
│
』（
岩
波
書
店
、
二

〇
一
四
年
）
な
ど
。

（
41
）　

実
用
に
耐
え
得
る
ほ
ど
の
紙
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
紙
木
併
用

の
時
代
が
長
ら
く
続
い
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
魏
晉
南
北
朝
期
の
戦
乱
に

よ
る
書
籍
の
大
量
消
失
が
紙
の
時
代
の
到
来
を
招
い
た
と
い
う
事
実
が
、
簡
牘

文
化
の
根
強
さ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
注（
40
）前
掲
冨
谷
氏
著
書
二
一
六
〜
二

一
八
頁
参
照
。

（
42
）　

注（
40
）前
掲
冨
谷
氏
著
書
二
二
一
頁
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
冨
谷
氏
が
述
べ

て
い
る
の
は
「
漢
令
」
に
関
す
る
こ
と
の
み
で
あ
っ
て
、「
漢
律
」
に
つ
い
て

で
は
な
い
。
し
か
し
、
注（
28
）前
掲
廣
瀬
氏
著
書
の
所
説
に
従
え
ば
、
当
然
、

「
漢
律
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
し
得
る
は
ず
で
あ
る
。

（
43
）　

念
の
た
め
申
し
添
え
て
お
く
と
、
本
条
が
幾
度
か
の
書
写
を
得
た
「
副
本
」

で
あ
る
こ
と
は
、条
文
追
加
の
境
目
と
お
ぼ
し
き
①
・
②
の
間
、あ
る
い
は
オ
・

カ
の
間
な
ど
で
改
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

本
条
が
書
き
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
自
明
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
も
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
内
容
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
書
き
写
す
「
書
写
」
と
、
そ
の

内
容
を
よ
り
意
味
の
通
る
文
章
に
「
浄
書
」
す
る
の
と
で
は
訳
が
違
う
。
前
者

は
法
律
の
知
識
が
な
く
て
も
で
き
る
が
、
後
者
は
法
律
の
知
識
に
加
え
、
場
合

に
よ
っ
て
は
し
か
る
べ
き
人
物
の
認
可
を
必
要
と
し
た
可
能
性
す
ら
あ
る
。

（
44
）　

注（
40
）前
掲
冨
谷
氏
著
書
。

（
45
）　

田
村
和
親
「『
公
羊
伝
』
の
「
則
未
知
」
の
類
型
│
│
「
君
子
曷
為
為
春
秋

…
…
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』
第
三
七
号
、
一

九
九
四
年
）、
同
氏
「『
左
氏
伝
』
の
「
古
之
制
也
」
の
類
型
」（『
二
松
学
舎
大



秦
・
漢
律
の
条
文
形
成
過
程
に
関
す
る
一
考
察

（　　）18

学
論
集
』
第
三
九
号
、
一
九
九
六
年
）。

（
46
）　

拙
稿
「
佚
名
『
漢
官
』
の
史
料
的
性
格
│
│
漢
代
官
制
関
係
史
料
に
関
す
る

一
考
察
│
│
」（『
中
国
学
術
の
東
ア
ジ
ア
伝
播
と
古
代
日
本
』
勉
誠
出
版
、
二

〇
二
〇
年
刊
行
予
定
）。


